













　――日曜日及び祝日の保護または閉店規律に関する連邦憲法裁判所判例の考察   武市　周作（ 25 ）
「取締役の法令違反行為と賠償責任額の範囲」   松井　英樹（ 89 ）
債権法改正後における送付債務概念の有用性について   熊田　裕之（ 117 ）
低賃金労働における「不適切なインセンティブ」と年金権に関する一考察   上田　真理（ 137 ）
有限責任事業会社（UG）の払込み規制に関する近年の法状況   丸山　秀平（ 183 ）
会社法423条における任務懈怠責任の「任務」の意味について
　――取締役の会社に対する責任を中心に――   廖　　海濤（ 203 ）
EU会社法統合指令における公示規制   松田　和久（ 219 ）
中国株主代表訴訟における訴訟費用補償の問題点
　―「会社法司法解釈（四）」第26条の検討を中心に―   李　　秀文（ 236 ）
ZurKodifizierungdesdeutschenHandelsrechts   MoritzBälz（ 255 ）
【研究ノート】
仮想通貨（暗号通貨）の定義に関する検討   深川　裕佳（ 273 ）
【判例研究】
取締役会の決議を経ない取引行為について取締役の会社に対する責任が認められた事例
　―名古屋地判平成27年6月30日判決　金判1474号32頁―   井上　貴也（ 293 ）
【講演・講義録】
医師責任法の新たな展開   ヨハネス・ハーガー　翻訳：坂本恵三（ 305 ）
ドイツにおける裁判外紛争解決   ヴォルフガング　フォイト　翻訳：坂本恵三（ 323 ）
ExaminingJointAuthorshipofMusicalWorksintheUK   LukeMcDonagh（ 335 ）
古代ローマから現代の日本へ―ヨーロッパ法の歴史の連続性―
　   ミヒャエル・ツバンツガー（MichaelZwanzger）　翻訳：芦野訓和（ 345 ）
【論説】（人文・体育系）
近世における江戸庶民のスポーツに関する一試論   谷釜　尋徳（ 355 ）
スポーツ権とオリンピック・レガシー   谷塚　　哲（ 375 ）
老いるということ   朝倉　輝一（ 385 ）
現代ドイツ語のシグナル語尾について   田中　雅敏（ 407 ）
遠藤喜佳教授　略歴・主要業績   （ 427 ）
